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「自衛隊は憲法違反」の大署板の建て香
え作業に参加 した百里の会などの人たち

=2021年 12月 26日、茨城県 /Jヽ美玉市

祠塀瘍聰迪餞膀隆雹愕

看板の建て替え作業をす
る百里の会などの人たち

８
０
考
で
す
。
６
枚
分
の

ト
タ
ン
を
張
り
終
え
て
お

り
、
こ
の
日
は
文
字
の
下

書
き
に
入
り
ま
し
た
。

作
業
場
所
は
、
広
々
と

し
た
基
地
の

一
角
に
あ
る

「百

里

平

和

公

園
」
で

す
。
フ

ェ
ン
ス
に
日
ま
れ

た
国
内
に
は

「百
里
平
和

稲
荷
」
や
展
望
台
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
看
板
は
鉄
枠

と
ト
タ
ン
製
で
、
１
枚
の

大
き
さ
は
１
８
０
参
×
１

土
地
利
用
規
制
法
　
米
軍

。
自
衛
隊
、
原
発
施
設
な
ど
の
周
辺
１
♂
の
土
地
建
物
の
所
有
者

・
利
用
者
を

…
…
一け
Ｆ

鼈
罐
で 。
議
鼈
罰
賠
罐
棚
哨
識
鯛
噌
行
為
」
や
、
そ
の
恐
れ
が
あ
れ
ば
使
用
さ
せ
な
い
よ
う
勧
告

。

「そ
こ
に
上
が

っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
飛
行
機
の

誘
導
路
が

『
く
』
の
字
形

に
曲
が

っ
て
い
る
の
が
分

か
る
は
ず
で
す
」
と
説
明

す
る
の
は
、

一
般
社
団
法

人

「百
里
の
会
」
会
長
の

伊

達

郷

右

衛

門

さ

ん

（∞
）
。

「戦
闘
機
が
日
常
的
に

行
き
か
う
。
昨
年
末
に
は

日
米
共
同
演
習
に
も
使
わ

れ
た
。
い
つ
事
故
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
」
と

指
摘
し
ま
す
。

も
と
も
と
は
農
地

百
里
は
ヽ
国
が
戦
中
に

農
地
を
接
収
し
、
日
本
軍

の

「
百
里
原
飛
行
場
」
を

つ
く

っ
た
土
地
で
す
。
戦

後
、
農

地

と

し

て

解

放

し
ヽ
農
民
が
荒
れ
た
土
地

を
開
拓

し

ま
し

た
。
「と

こ
ろ
が
朝
鮮
戦
争

（
１
９

５
０
～
５３
年

。
休
戦
）
の

後
、
国
は
ま
た
も
や
航
空

自
衛
隊
の
基
地
に
す
る
と

言

い

出

し

た
。
農

民

は

『
悲
惨
な
戦
争
は
こ
め
ん

だ
、
戦
争
の
た
め
に
土
地

は
売
ら
な
い
』
と
５６
年
か

ら
６６
年
間
、
頑
張

っ
て
き

た
」
と
語
り
ま
す
。

地
元
で
生
ま
れ
育

っ
た

梅
沢
優

（
ま
さ
る
）
さ
ん

（７．
）
は
、
基
地
反
対
農

民
だ

っ
た
父
の
還
志
を
継

い
で
た
た
か

っ
て
き
ま
し

た
。
「大

看

板

は
、
基

地

反
対
運
動
の
象
徴
の

一
つ

で
す
。
７６
年
２
月
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
だ
い
ぶ

老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
平

和
憲
法
を
守
る
た
め
に
、

い
ま
改
め
て
こ
の
看
板
が

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」

安
倍
晋
三
元
首
相
が
２

０
２
０
年
１
月
の
衆
院
予

算
委
員
会
で
、
こ
の
看
板

を
敵
視
し
、
「こ
の
よ
う
な

状
況

に
終
止
符
を
打

つ
」

「そ
の
た
め
に
も
憲
法

に

自
衛
隊
を
し

っ
か
り
明
記

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

梅
沢
さ
ん
は

「自
衛
隊

は
災
書
支
援
な
ど
を
し
て

い
る
。
他
方
、
憲
法
９
条

は

『
陸
海
空
軍
そ
の
他
戦

力
は
』
保
持
し
な
い
と
明

記
し
て
い
る
。
戦
力
を
持

つ
自
衛
隊
が
憲
法
に
反
す

る
の
は
明
ら
か
だ
」
と
話

し
ま
す
。

悪
法
と
た
た
か
う

夢
２

雪

嘔
彗
弓
冒
り

」
Ｄ
“

秦
じ

土
地
利
用
規
制
法
が

つ
く

ら

れ

ま

し
た
。
「
こ
れ

は

大

変

な

こ
と

だ

と

思

っ

た
」
と
梅
沢
さ
ん
。
百
里

基
地
の
中
に
は
基
地
反
対

農
民
や
支
援
者
が

一
坪
地

主
運
動
な
ど
で
守

っ
て
き

た
土

地

が

あ

る

か

ら

で

す
。

「こ

の
土

地

に
規

制

を
か
け
さ
せ
な
い
た
め
に

運
動
を
強
め
ね
ば
と
い
う

の
も
看
板
建
て
替
え
の
理

由
で
す
」

水
戸
市
の
神
原
要
さ
ん

（６６
）
は
元
高
校
の
社
会

科

教
師
。
「定
年

後

の
再

任
用
を
終
え
、
本
格
的
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
教
職
員
組
合
で
は

『
教
え
子
を
再
び
戦
場
に

送
る
な
』
と
訴
え
て
き
ま

し
た
。
安
保
法
制
が
強
行

さ

れ

た

も

と

で

憲

法

を

変

え

ら

れ

た

ら

戦

争

に

つ
な
が
る
」
と
危
倶
し
ま

す
。平

和
公
園
で
は
毎
年
２

月
Ｈ
日
、
「平
和
初
午

（
は

つ
う
ま
）
ま

つ
り
」
を
行

い
ま
す
。

梅
沢
さ
ん
は

「看
板
を

公
園
内
に
並
べ
て
、
お
披

露
目
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
将
来
は
こ
の
た
た
か

い
を
若

い
人
た
ち
に
も
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
公

園
内
に
平
和
資
料
館
を

つ

く
り
た
い
」
と
展
望
を
語

つ
Ｃ

′、
資
，
ｏ

一餡
衛
隊
は
Ｉ
蠍
饉
趙
』
濶
絋
蝙
胚

航
空
自
衛
隊
百
里
襲
地
ぼ
東
に
太
平
洋
、
西
に

筑
波
山
を
望
む
茨
城
県
小
美
玉
市
に
あ
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
茨
城
空
港
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
民
間
旅
客
機
と
戦
闘
機
が
同
じ
滑
走
路
を

使

っ
て
い
ま
す
。
百
里
基
地
を
見
下
ろ
す

「九
条

の
丘
」
に

「自
衛
隊
は
憲
法
違
反
」
の
大
看
板
が

あ
り
、
い
ま
、
こ
の
看
板
の
新
調
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（武
田
祐

こ

百里基地に隣接 した「九条の輿
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